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建築設計
工事監理
積算　など

構造設計
設備設計　など

建築エンジニアリング職

[大阪オフィス] 
〒564-0062　大阪府吹田市垂水町3丁目24-1-402 
TEL：06192-87511／FAX：06-61928752

[東京オフィス] 
〒170-0005　東京都豊島区南大塚3丁目12-9-5F 
TEL：03-5980-8535／FAX：03-5980-8536

[採用担当者 連絡先] 
Mail：saiyo@sd-arc.jp
担当：大阪オフィス　中尾



社名

求人

職種

事業

内容

特徴

設立

求める

人材
資本金

2025年

雇用形態

変更の

範囲

賞与

社会保険

福利厚生等 社内研修・資格取得支援制度有

退職金等

時間外

労働

有給休暇 定年

転勤 選考方法 書類選考・適性検査・面接（2回）

屋内の受動喫煙対策 試用期間

mail 有

担当

264百万円

通勤手当 上限4万円

家族手当、地域手当

残業手当

本社：東京都豊島区南大塚3-12-9 喜多ビル5F

 JR山手線「大塚」駅から徒歩7分

  東京メトロ丸ノ内線「新大塚」駅から徒歩7分

大阪事務所：大阪府吹田市垂水町3-24-1シンプレス江坂402

 地下鉄御堂筋線「江坂」駅北口徒歩8分

入社後1～3年目は、複数のプロジェクトを経験しながら建築

設計の基礎力を養います。その後は、本人の意欲や適性、チー

ム体制を踏まえて配属を決定します。

【1. 建築技術職】

公共建築物を中心とした新築・改修の設計および工事監理に携

わります。建築物にとどまらず、外部空間や地下空間、街並み

まで視野に入れた「空間デザイン」を通じて、快適で暮らしや

すいまちづくりに貢献します。

【2. 建築エンジニアリング職（構造・設備設計）】

建築物の安全性を支える構造設計・構造解析、建築設備をトー

タルに計画する設備設計のいずれかを担当します。専門性を高

めながら、技術力で建築を支えるポジションです。

【3. 建築アシスタント・総務職】

設計アシスタント業務に加え、総務業務を担います。「人を大

切にする経営」を支える会社の土台づくりに関わる重要な役割

です。

大学院修士 233,900 円

大学卒 229,000 円

短大・高専卒 209,000 円

CAD及びExcel･Word操作

東京オフィス：相原 大阪オフィス：中尾

職務

内容

必要な

スキル

給与

給与外

手当

応募

連絡先

売上

実績

従業員

勤務地

就業

時間等

休日

2024年

22名

雇入れ

直後

9:00～18:00（実働8時間）

休憩60分

フレックスタイム制・在宅勤務制度あり

完全週休2日制（土日祝休み）・夏季･年末年始

2026年度休日：125日

有給休暇（初年度10日）

有（本人の希望による）

屋内全面禁煙 6か月

saiyo@sd-arc.jp  インターンシップ実施

雇用・労災・健康・厚生年金

確定拠出年金

有

（7.14ｈ/月 2025年1月正社員実績)

初年度10日 60歳（再雇用あり）

正社員（雇用期間の定め：無） 大阪 12名

東京 10名

国内外事業所（本社・東京・ベトナムオフィス）

業績に応じて支給あり（年1回）

1996年

弊社経営理念やクレドに共感していただける方 1000万円

一級建築士・二級建築士 取得もしくは目指す方 295百万円

求人票

株式会社空間デザイン

1.建築デザイン職（意匠･構造･設備設計・積算など）

2.建築エンジニアリング職（構造及び設備の設計）

3.建築設計アシスタント及び総務職

RC造及びS造の小・中規模建築物の

・建築設計業務・環境設計業務・監理業務

・耐震診断・耐震改修設計・⾧期修繕計画等

設計活動において創出されるあらゆる空間に、

『美しさ』･『豊かさ』を実現することはもちろん、

「空気質」の観点も大切にデザインを手がけていきます。

施設のトイレ設計、小中学校の改修設計、市町村施設の

解体撤去設計等誰もが接する機会のある建築物を、

あらゆる人が使いやすく安全にすることを一緒に考えて

みませんか。テレワークやフレックス制度など職務環境も整っており

ワークライフバランスは勿論のこと、実務を

通しての資格取得を推奨しています。

また、今年からベトナムに子会社を設立し、外国人採用も

積極的に行っています。多様性を尊重し、従業員が互いに

良い影響を与えられるように目指しています。
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